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顎関節症患者遠隔診断支援システムの開発
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【目　　　的】

　遠隔医療は，日本では 1971 年に和歌山県内山間部の
へき地医療モデルとして始まり，昨今の情報通信インフ
ラの向上により，様々な分野で実用化され，その一部は

既に保険導入されている。病院病院連携や病院診療所連
携としてテレコンサルテーションがあり，具体的にはテ
レパソロジー（病理）やテレラジオロジー（画像診断）
が日常臨床として実用化され，保険導入済みである 1,2）。
また，患者に対する遠隔医療としてテレホームケアー，
テレメンタリングについても実用化され報告されている
3）。歯科領域は遠隔医療が難しい分野であるが，インター
ネットを用いた医療情報データベースと診断支援モデル
が東北大学 4），徳島大学 5）から報告されている。また，
顎関節症患者に対して山梨大学の大月らが，早稲田大学
と共同で遠隔医療としての開口訓練モデルについて報告
している 6）。我々も，インターネットを用いた顎関節症
を中心とした遠隔医療に注目し，本格導入を目指して新
潟県歯科医師会員を対象にその必要性について調査し報
告した 7,8）。本研究は，顎関節症に対するインターネッ
トを用いた遠隔医療の開発を目的としており，本稿では，
その概要について紹介する。

【方　　　法】

　顎関節症を中心とした遠隔医療に関して大学病院と歯
科診療所間，大学病院と患者間の２系統に分けてシステ
ムを開発し，それぞれ実証実験を行なうこととした。大
学病院と歯科診療所間に関しては，インターネットを利
用した掲示板方式で開発することにした。大学病院と患
者間に関しては，テレビ電話を利用して開発することに
した。

【結果および考察】

１．大学病院と歯科診療所間に関して
　予備調査の結果を基に，会員制の診断支援専用web 
site を 2005 年より仮運用を開始している。我々のweb 
site は 2 つの異なるアクセス権を持つweb site で構成
されている。それらは，非会員もアクセス可能な公開
web site と会員限定のユーザー認証機能を持ったweb 
site である。この会員限定のweb site 内にログインす
ると，各会員専用の電子掲示板システム（BBS）と歯科
総合診断支援専用データテンプレートにリンクしてお
り，本学の各科専門医と相談できるシステムとして開発
されている。セキュリティに関しては，我々の大学ネッ
トワークのファイヤーウォールと診断支援システム専用
サーバー内に組み込んだ Secure Sockets Layer（SSL）
を使用することで確立している。このように現在，開業
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医と大学病院の専門医間で掲示板によるテレコンサル
テーションが可能になっている。実際に，診療所の歯科
医師からのアクセスがあり，テレコンサルテーションを
実施して，システム運用が可能であることを実証できた。
なお，この web site のＵＲＬは http://diagdent.dent.
niigata-u.ac.jp/　である。
２．大学病院と患者間に関して
　現在利用可能なTV電話のシステムとしてメッセン
ジャー，スカイプ，ＮＴＴ社 IPTV電話，既製の在宅ケ
ア支援システム，携帯電話TV電話機能などが挙げられ
る。この中でインターネット環境以外のコストをできる
だけ小さく，なおかつ実際の実用化を想定して操作が簡
単で汎用性が高く，セキュリティ的に優位なものを選択
した結果，スカイプが一番適していると判断した。スカ
イプは無料の IP 電話ソフトで専用固定サーバーを利用
しない peer to peer 型通信である。周辺機器として 30
万画素程度の廉価版Web カメラおよび会話音声と顎関
節雑音を同時に通信できる PC用マイクを利用して遠隔
診断を試みた。図１に実際に遠隔診断を行なっている時
の歯科医側のＰＣ画面を示す。その結果，顎関節症の主
症状である顎関節部の疼痛，関節雑音，開口障害につい
て，いずれもスカイプを通して遠隔診断は可能であり，
このシステムは実用レベルにあると考えられる。
　顎関節症患者初診時の診査では，医療上の観点から鑑
別診断で画像診断が必要な場合も多く，また法的な観点
から無診察治療禁止の事項より，対面診療すなわち病院
受診が必要である 3）。しかし，顎関節症患者の症状が安
定しており，定期的な予後観察程度であれば，IPTV電
話診療で十分対応可能であると考えられる。また，治療
に関しては，スプリントの調整および歯科的治療は不可
能であり，積極的な治療が必要な場合は再来院ができる
ことが，この遠隔医療の条件となると考えられる。
３．まとめと今後の展開
　web site および TV電話システムは顎関節症の診断
支援に関して，ある程度応用可能であることを明らかに
できた。なお，これらのプログラムやＰＣの設定等シス
テム構成の詳細については紙面の都合上十分に紹介でき

ないので，別途報告予定である。また，本研究では顎関
節症を中心にシステムを開発してきたが，今後，歯科の
他分野への応用を目指して遠隔医療システム全体を確立
したい。
　最後に，システム開発にあたっては，共著者である本
学の顎関節治療部および医療情報担当の先生方の他に摂
食機能再建学分野の先生方および新潟市西蒲区ゼットコ
スモス社の協力を得て行なった。
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図１　遠隔診断時の歯科医側のＰＣ画面
画面全体は患者，左下の小画面が診断医
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